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ミ
ル
由
枇
合
皐
榔
傘

第
二
十
四
番

第

捜

議

四
七

O

，、

1 

Jν 

一
肱
曾
串

概

念

の

米

庄

太

llil5 

田

緒

I=J 

グ
ム
J
l
b
y

ト
は
・
数
年
前
7

ツ
ク
ス
・
ク
エ
バ

1
紹
念
出
版
物
ご
し
て
、
公
に
さ
れ
た
「
枇
曾
撃
の
主
要
諸
問

題
」
に
寄
稿
せ
る
一
論
文
「
枇
曾
瓜
干
の
始
孤
」
に
於

τ、
「
人
閥
の
諸
閲
係
及
び
文
化
諸
現
象
的

v

総
健
を
、
経
験
的
凶

果
的
に
説
明
す
る
こ
ご
を
任
務
と
す
る
一
の
経
験
科
学
」

Z
L
て
の
近
世
枇
曾
皐
の
始
源
を
、
第
十
七
世
紀
の
終

'o
頃
及
ぴ
第
十
八
位
組
附
に
於
け
る
英
闘
の
議
事
者

ω所
訟
に
求
め
、
其
等
の
卒
者
り
興
味
ゐ
る
説
を
紹
介
仁

τ

居
る
o
併
し
余
は
自
然
科
事
的
批
曾
間
川
干
の
始
狐
は
、
真
に
夫
れ
よ
り
も
活
か
に
以
前
の
時
代
に
於
て
見
出
仁
得
ら

れ
る
ご
信

C
τ
居
る
山
り
で
、

二
十
数
年
前
京
都
帝
国
大
山
学
文
向
学
部
に
於

τ、
枇
曾
間
学
庇
を
講
越
せ
し
際
に
も
、

4
相

臓
の
y
フ
ィ
ー
ト
の
思
想
か
ら
研
究
し
始
め
た
の
で
ゐ
る
。

さ
れ
ど
吾
人
は
自
然
科
向
学
的
枇
曾
皐
の
-
質
質
的
始
綴

の
探
究
吉
、

一
の
濁
立
な
る
割
引
皐
ご
し
て
の
自
然
科
向
学
的
批
曾
皐
の
概
念
の
始
棋
の
探
究
ご
を
、

よ
く
悩
別

L
て

考
へ
ね
ば
な
ら
泊
。
何
れ
の
科
事
に
あ
ち

τも
、
立
(
り
主
要
問
題
£
・
し
て
取
扱
は
れ
る
も
の
、
資
質
的
研
犯
は
、

-、，



其
の
科
皐
が
一
の
倒
立
な
る
科
耐
宇
ピ

L
て
附
学
問
論
的
に
規
定
さ
れ
る
以
前
に
、
飯
に
他
の
諸
科
卒
に
於
て
取
扱
は

れ
て
居
る
こ
ご
は
.
普
通
に
見
る
蕗
の
一
事
態
で
ゐ
る
が
、
此
の
事
態
は
耐
曾
撃
の
如
〈
一
般
的
枇
曾
科
事
ご
し

て
、
諸
般
の
刑
曾
現
象
を
一
般
的
に
研
究
せ
ん
ご
す
る
も
の
に
於
て
、
殊
に
著
L
(
控
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
き

れ
ば
枇
曾
胤
干
の
資
質
的
始
一
仰
を
探
究
せ
ん
己
す
る
に
嘗
つ
て
は
、
除
程
以
前
の
時
代
に
遡
。

τ諸
般
の
枇
曾
科
卒

の
歴
史
に
就
て
、
探
究
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
賞
然
で
あ
る
。
併
L
一
の
狗
立
な
る
科
事
正
し
て
自
然
科
山
中
的
祉

曾
忠
一
・
の
概
念
を
、
勝
十
附
論
的
に
規
定
せ
ん
ご
す
る
企
だ
て
は
、
大
健
上
第
十
九
世
紀
的
前
宇
期
間
に
於
て
始
め

τ

現
は
れ
た
る
も
り
で
ゐ
る
。

品川〈

τ，
ソ
ム
バ

1uF
ト

ω
探
求
し
た
第
十
七
世
紀
及
び
第
十
八
世
紀

ω英
図
卒
者

ω

所
訪
中
に
は
、
現
今
の
自
然
科
準
的
批
曾
皐
者
の
諸
説
の
根
本
思
想
が
、
阪
に
甚
だ
明
亮
に
論
越
さ
れ
て
居
る
唱
』

ご
を
見
る
が
、
併
し
北
(
等
の
事
者

ω何
れ
も
ま
に
枇
曾
亭
の
概
念
を
皐
問
論
的
仁
論
述
し
て
居
な
い
。
ぞ
う
L
て

会
的
知
る
慌
で
は
、

ジ
ョ
ン
・
λ

チ
A

ア
l
b
・
ミ
ル
の
枇
曾
卒
論
は
、
英
米
に
於

τ始
め
て
杭
曾
血
干
の
概
念
を
町
中

問
論
的
組
織
的
に
論
述
し
た
る
も
の
で
あ
る
。

hr
〈
て
ミ
U
F

の
枇
曾
畠
・
論
は
、
英
米
に
於
り
る
枇
曾
皐
論
の
後
建

上
、
誌
だ
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
o

向
ほ
ミ
ル
の
刷
曾
印
字
論
は
、
雷
に
枇
曾
串
概
念
の
俊
法
上
重
要
な
る
意
義
を
宿
す
る
の
み
な
ら
ず
、
一
奥
に
英
米

に
於
け
る
諸
般
の
枇
命
科
肌
干
の
概
念
、
殊
に
経
憐
皐

ω槻
念
的
後
遣
に
於
て
も
亦
、
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
。

ミ
庁
は
其
の
「
経
済
皐
の
原
理
」
仁
於
て
、

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
例
に
倣
ひ
、
経
済
撃
の
原
理
を
抽
象
的
仁
論
議
せ

第
二
十
四
巻

第

鶴

じ

J!'l 

k 

議

ミ
ル
の
祉
曾
皐
概
容

論
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議

ミ
ル
の
批
曾
陸
一
槻
愈

論

第
二
十
四
巷

四
一七

~N 

腕

λ 

守
、
蛍
附
の
質
際
問
題
仁
結
び
附
り
て
論
述
L
、
夏
に
経
済
問
中
を
山
来
る
に
げ
他
の
枇
曾
諸
科
与
に
結
び
附
り
て

論
述
し
「
し
居
る
。
ぞ
う

L
て
大
れ
が
彼
の
「
経
擁
問
中
の
原
迎
」
が
汎
〈
諸
方
面

ω人
々
仁
読
ま
れ
、
著
書
ピ
[
τ
大

成
功
を
収
め
た
る
重
要
な
る
一
理
由
正
認
め
ら
れ

τ居
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
詳
し
〈
吟
味
し
て
見
る
正
、
彼
は

箪
に
経
済
皐
を
他
の
諸
般

ω
枇
曾
科
向
学
ご
結
び
附
け
て
論
越
し
て
居
る
ご
一
五
ふ
に
け
で
な
〈
冶
共

ω論
議

ω根
祇

に
は
一
切
ゆ
枇
曾
科
学
の
闘
係
に
就
て
、
事
問
論
上
重
要
な
る
思
想
を
合
ま
せ
て
居
る
こ
ど
が
接
見
さ
れ
る
。
夫

れ
は
経
憐
与
を
始
め
諸
般

ω特
殊
的
批
曾
科
卒
の
根
抵
に
、

一
般
的
刷
曾
科
問
中
正
し
て
の
刺
曾
皐
を
据
え
附
け
、

之
れ
に
依
b
て
一
切

ω特
叶
知
的
枇
曾
科
卒
を
組
織
的
に
結
合
せ
ん
，
心
す
る
思
抽
出
で
ゐ
品
。
そ
う

L
τ
夫
れ
は
う
ま

'
り
先
づ
一
般
的
批
曾
科
卒
ご
し
て
の
刷
曾
叩
品
干
の
概
念
を
雌
立
し
、
経
協
相
山
中
を
始
め
諸
般
的
特
殊
的
刷
曾
朴
附
円
干
の
概

念
を
之
が
じ
結
び
附
り
て
、
且
つ
相
互

ω
闘
係
に
於
E
考
察
す
る
一
』
ご
に
よ
ち

τ、
学
問
論
的
に
規
定
せ
ん
、
己
す

る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
皐
問
論
的
に
厳
密
に
考
ふ
れ
ば
、
縦
横
山
学
を
始
め
一
切
の
枇
曾
科
事

ω蹴
念
は
、
右
の

方
法
に
よ
h
t
始
め
て
正
賞
に
規
定
さ
れ
る
も
の
で
ゐ
る
か
ら
‘

、
片
山
り
見
併
は
経
消
肌
干
の
阪
念
を
向
学
問
論
的
仁

正
常
に
規
定
す
る
方
針
を
、
英
米
凶
経
済
同
学
史
上
始
め
て
明
白
に
指
示
し
た
る
も

ω
ε
L
τ
、
重
要
な
る
意
義
を

有
す
る
も
の
ご
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

併
し
ミ
片
の
枇
命
日
事
論
は
.
上
に
述
べ
し
が
如
込
書
意
味
に

τ、
歴
史
的
に
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
に
り
に
止

ま
る
も
の
で
な
(
、
今
日
の
枇
曾
皐
論
に
於
て
も
甚
に
重
要
な
る
意
義
を
有
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
是
れ
伎
の
吐

昌、
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曾
出
品
平
論
は
英
米
に
於
り
る
自
然
科
事
的
枇
曾
曲
学
概
念
の
基
礎
を
鋸
え
附
り
た
る
も
の
に

L
て
、
今
日
の
枇
曾
皐
者

間
に
め
h
て
も
、
枇
曾
皐
を
自
然
科
率
的
一
科
卒
吉
見
る
人
々
は
、
英
の
用
ゆ
る
術
語
や
叉
共
の
論
述
の
仕
方
に

於

τは
ミ
ル
ご
異
な
っ
て
居
て
も
、
根
本
的
に
は
ミ
ル
の
思
怨
を
組
油

L
、
或
は
展
開
L
て
居
る
も
の
吉
、
見
倣

L
得
ら
れ
る
か
ら
で
ゐ
る
。

き
れ
ば
ミ
ル

ω
枇
曾
事
論

ω
批
判
的
考
察
は
、
車
に
枇
曾
間
半
史
上
の
一
問
題
の
研
究

己
L
て
意
味
を
宥
す
る

rけ
の
も
の
で
な
〈
、
今
日
の
枇
品
目
皐
論
り
研
先
Z
し
て
も
重
大
な
る
意
味
を
有
す
る
も

の
で
あ
る

Q

そ
れ
で
余
は
本
論
文
に
於

τ
ミ
ル
の
一
肌
品
開
州
中
論
を
批
判
的
に
考
察
す
る
こ
さ
に
よ
り
E
、
共
の
歴
史

的
意
味
を
究
明
す
る
ご
同
時
に
叉
・
今
日
の
自
然
科
問
中
的
批
品
目
苧
概
念

ω
根
祇
を
評
倒
せ
ん
m
と
す
る
の
で
あ
る
。

内
川
ほ
余
H
H

ミ
ル
の
刷
曾
山
地
平
論
仁
於
て
、
余
の
枇
曾
皐
論
の
上
か
ら
見
て
殊
に
興
味
eT
戚
十
る
二
三

ω
姑
が
ゐ

品
。
某
の
一
は
ミ
戸
は
心
理
一
事
を
以

τ枇
曾
出
品
干
の
基
礎
己
認
め
な
が
ら
、

L
か
も
普
通
の
心
理
事
を
直
も
に
枇
曾

m

品
干
の
基
礎
Z
な
し
得
な
い

--z
を
覚
っ
て
、
新
た
に
性
格
事

(
巾
岳
。
-
認
可
)
な
る
も
の
を
建
設
す
る
必
要
を
設
い

て
居
る
e

』
正
で
ゐ
る
o

も
つ
芭
も
ミ

U
F

の
立
場
が
ら
は
、
彼
が
性
物
肌
干
己
稀
す
る
が
如
き
も
の
を
建
設
す
る
こ
ご

古
れ
ば
彼
は
遂
に
は
か
、
る
科
事
を
建
設
せ

は
甚
ピ
困
難
で
あ
る
、
戒
は
不
可
能
で
あ
る
ご
も
云
ひ
得
ら
れ
る
。

ん
ご
す
る
企
岡
を
放
棄
L
た
の
で
ゐ
る
。
し
か
も
彼
が
副
曾
皐
の
基
礎
ご
し
て
、
碇
も
い
札
侮
来
の
心
理
事
を
使
用

し
得
な

ν
一
】
ご
を
且
買
っ
て
、
其
の
上
に
一
の
新
し
き
心
理
由
学
金
建
設
す
る
必
要
を
認
め
た
ご
云
ふ
一
}
ご
は
、
余
の

品胤曾抽出
T

論
上
か
ら
見
て
甚

r典
味
ゐ
る
事
貨
で
ゐ
る
。
圭
れ
で
余
は
本
論
文
に
於
て
、

ミ
U
F

は
彼
の
立
場
か
ら
し

論

議

ミ
ル
自
此
曾
皐
糊
念

第
二
十
四
巻

UQ 
じ

軍，

披

九

-、有



前

草主

ミ
ル
由
一
世
曾
皐
概
念

第
二
十
回
毎

四
七
四

第

競

O 

ー
は
、
何
故
に
彼
の
性
絡
事
Z
得
す
る
が
如
、
き
も
の
を
建
設
待
人
な
か
っ
た
か
を
究
明
す
る
ご
同
時
に
、
夫
れ
は

如
何
な
る
科
卒
ご
し
て
考
へ
ら
る
可
き
も
の
で
め
る
か
、
叉
夫
れ
は
如
何
に
し
て
建
設
苫
る
可
き
も
の
で
あ
る

か
、
そ
う

L
て
夫
れ
は
結
局
刑
曾
皐
正
如
何
な
る
側
係
に
立
つ
可
き
も
の
で
め
る
か
を
論
究
し
て
、
今
日
の
枇
曾

準
の
最
ピ
も
根
本
的
な
る
一
問
題
ョ
却
も
枇
曾
間
半
ピ
政
曾
心
理
事
ご
の
刷
係
に
就
「
し
、
川
畑
昆
の
一
般
含
一
不

L
た
い

正
思
ふ
。

次
に
ミ
庁

ω赴
曾
卒
論
に
於

τ余
が
特
仁
興
味
を
戚
守
る
は
、
枇
曾
法
則

ω性
質
に
闘
す
る
彼
の
論
逃
中
に
合

ま
れ
て
居
る
一
息
怨
で
あ
る
o

此
の
思
想
に
就
て
は
後
に
特
仁
粉
々
詳
し
〈
読
過
す
る
が
、
要
す
る
に
ミ
ル
は
、

融
合
法
則
は
寅
質
的
に
は
結
局
必
然
性
を
意
味
す
る
も
の
で
も
、
亦
長
然
性
を
意
味
す
る
も
の
で
も
な
〈
、

-つ
ま

b
可
能
性
(
司
自
民
豆
町

qw
冨
印
同
一
目
。
広
島
)
を
意
味
す
る
も
の
ご
解

L
1
居
た
の
で
は
な
い
か
ど
思
は
れ
る
の
で
あ

る
o

但
L
ミ
ル
は
理
論
的
に
完
全
な
る
枇
曾
法
則
は
、
普
遍
的
因
果
必
然
性
を
表
示
す
る
も
の
に
し
て
、
ぞ
う
[

て
蓋
然
性
千
可
能
性
を
表
示
す
る
も

ω
は
下
位
の
法
則
卸
ち
経
験
的
法
別
で
あ
る
か
、
又
は
経
験
的
法
則
の
債
値

さ
ね
も
有

L
な
い
ー
も
の
正
考
へ
て
居
た
が
、

L
か
も
彼
は
普
遍
的
困
巣
必
然
を
表
示
す
る
枇
曾
法
則
合
後
見
す
る

は
、
賞
際
上
甚

r困
難
に

L
τ
、
賞
際
上
品
幅
見
さ
れ

τ居
る
も
の
、
又
法
見
し
得
ら
れ
る
も
の
は
、

一
般
に
葦
然

性
か
可
能
性
か
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
正
考
へ
た
の
で
あ
る
o

き
れ
ば
ミ
U
F

の
此
の
考
へ
を
論
理
的
仁
推
L
つ

め

τ行
〈
正
、
祉
曾
事
は
一
の
自
然
科
間
学
的
科
皐
で
あ
る
己
'
し
て
皐
悶
論
的
に
規
定
さ
れ
て
も
、
夫
れ
が
異
質
に

-、.



自
然
科
事
的
科
事
ご
し
て
質
質
的
に
建
設
苫
れ
る
こ
ご
は
甚
ピ
困
難
で
あ
る
こ
正
、
或
は
殆
ん
ど
不
可
能
で
ゐ
る

こ
と
、
な
る
。
要
す
る
仁
自
然
等
科
皐
的
科
削
宇

E
L
て
は
枇
曾
思
一
e

は
、
到
底
異
質
な
る
科
事
ピ

L
τ
成
立

L
得
な

い
こ
ピ
仁
な
る
の
で
ゐ
る
。
か
〈
工
祉
食
事
を
刷
曾
哲
向
学
か
ら
悩
別
L
て、

一
の
科
学
芭

Lτ
建
設
し
得
る
柏
崎
め

に
は
、
自
然
料
皐
の
外
仁
之
れ
に
劃
立
す
る
新
し
き
科
事
部
制
聞
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
然
ら
ば
如
何
な
る
新

し
き
科
事
部
類
を
認
h
U
可
き
か
、
是
れ
近
古
市
祉
部
に
伺
逸
に
於
て
凶
叫
ん
に
論
先
さ
れ
て
来
た
問
題
に

L
て
‘
余
も
亦

近
頃
大
に
カ
を
注
い
で
居
る
も
の
で
あ
る
c

そ
う

L
て
余
は
現
質
態
或
は
経
験
或
は
事
質
成
は
現
象
の
因
果
的
聯

結

ω必
然
性
を
究
明
す
る
こ
己
を
自
然
科
卒
の
本
質
正
見
る
に
謝
し
て
、
現
賞
態
戒
は
経
験
或
は
市
中
賀
或
は
現
象

の
志
向
的
聯
結
の
可
能
性
を
究
明
す
る
こ
ご
を
本
質
正
す
る
γ

化
科
卒
な
る
新
し
き
利
息
一
a

部
類
を
設
定
[
k
h
w
ご

思
ふ
。
但
L
此
川
町
場
合
に
一
五
ふ
自
然
科
事
及
び
文
化
科
皐
ピ
は
、
科
卒
の
謝
象
の
上
か

ι立
て
た
る
科
且
干
の
匝
別

を
意
味
す
る
の
で
な
〈
、
並
(
の
方
法
の
上
か
ら
立
て
た
る
科
皐
の
匝
別
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
を
う
[
て
余
は

文
化
科
学
を
個
性
化
的
或
は
揺
史
科
学
的
文
化
科
向
学
ご
普
遍
化
的
文
化
科
卒
ピ
を
区
別
し
、
制
曾
且
一
を
以

τ普
遍

化
的
文
化
科
卒
に
属
す
る
一
科
卒
ピ
見
と
の
で
あ
る
。
但
し
此
等
の
問
題
に
就

τは
、
後
に
稿
々
詳

L
〈
論
宇
る

-
』
正
、
す
る
。

余
は
枇
曾
悶
宇
に
就
て
右
に
遁
ぺ

L
が
如
き
見
解
を
抱
〈
に
至
っ
て
か
ら
、

ミ

F

が
早
(
よ
・
り
質
際
上
一
般
仁
畿

見
さ
れ

τ居
る
或
は
畿
見
し
得
ら
れ
る
枇
曾
法
則
は
、
主
ご
し
て
蓋
然
性
か
可
能
性
か
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
る

"，，，，，-
酬

議

ミ
ル
由
一
位
曾
昼
概
念

第
二
十
回
答

凹

t
E

第

腕

晶、
「一一←一一

一，



論

議

ミ
ル
白
枇
官
皐
概
念

第
二
十
四
巷

四
七
六

第
三
親

一

吉
見

τ居
た
こ
ご
に
、
深
〈
興
味
を
成
十
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
云

ιま
で
も
な
(
ミ
ル
は
蓋
然
性
己
云
ム
こ

ど
も
亦
可
能
性
ご
一
耳
ふ
-
』
己
も
、
共
に
因
旧
南
閥
係
の
上
か
ら
解
し
た
の
で
、

か
〈
て
之
を
表
示
す
る
枇
曾
法
則
は
、

普
遍
的
必
然
性
を
表
示
す
る
枇
曾
法
則
に
劣
る
も
の

Z
考
へ
た
の
で
あ
る
o

併
し
上
に
逃
ぺ
し
如
〈
可
能
性
を
困

果
関
係
或
は
岡
山
本
的
聯
結
に
却
し

τ解
せ
す
、
志
向
閥
係
或
は
志
向
的
験
結
に
印
し
て
解
す
る
古
、
夫
れ
は
低
皮

の
必
然
性
を
意
味
す
る
も
の
で
な
〈
し
て
、
必
然
性
Z
は
異
な
れ
る
獅
立
の
意
味
を
有
宇
る
も
の
で
あ
る
こ
ご
が

党
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
可
能
性
E
必
然
性
ご
は
、
相
封
立
す
る
聯
結
の
二
形
式
で
ゐ
っ
て
、
雨
者
の
問

に
優
劣
の
差
は
本
来
存
し
な
い
。
か
〈
て
科
拳
は
根
本
的
に
、
因
果
的
聯
結
の
必
然
性
を
究
明
ゼ
ん
芭
す
る
も
の

ピ
、
志
向
的
関
係
の
可
能
性
を
究
明
せ
ん

t
す
る
も
の
ご
の
二
部
制
閉
じ
、
大
別
古
る
可
き
も
の
ご
な
る
の
で
あ
る
。

ミ
戸
は
ま
ピ
此

ω
理
を
了
解
し
な
か
っ
た
。
叉
彼
の
認
誠
論

ω立
場
か
ら
は
、
之
を
了
解
す
る
こ
ご
は
到
底
不
可

能
で
ゐ
っ
た

O
L
か
も
彼
は
貰
際
上
の
枇
曾
法
則
は
主
ご
し
t
蓋
然
性
か
可
能
性
か
を
表
示
す
る
も
の
ご
認
め
1

居
た
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
れ
以
後
の
英
米
批
曾
皐
者
に
し
て
、
若
し
特
に
此
仙
一
刻
に
注
目

L
て
思
考
を
練
る
人
が

あ
っ
た
な
ら
ば
、
彼

ω枇
曾
問
問
干
の
概
念
を
根
本
的
に
改
造
せ
ん
ご
す
る
企
だ
て
が
、
早
〈
か
ら
現
は
れ
て
尉
た
が

も
知
れ
な
い
o

さ
は
れ
又
夫
れ
が
箱
め
に
は
最
近
獅
逸
で
後
達
し
て
来
た
日
比
な
認
識
論
が
必
要
で
あ
る
こ
ご
を
忠

ふ
ご
、
今
日
に
至
る
も
術
ほ
英
米

ω枇
食
卒
者
中
ミ
作
の
枇
命
同
町
助
干
の
概
念
を
根
本
的
に
改
迩
せ
ん
ご
企
打
て
た
も

の
が
な
〈
、
彼
等
が
一
般
に
北
(
の
根
本
的
思
想
を
葉
の
般
に
伴
承
し
て
局
る
の
は
、
敢
て
怪
む
に
足
ら
な
い
。

晶、

. >，. 



き
て
余
は
以
上
越
べ
来

h
L
が
如
主
主
旨
で
、
此
蕗
に
ミ
F

の
耐
曾
皐
論
を
論
究
せ
ん
ご
す
る
の
で
あ
る
が
、

本
雑
誌
掲
載
上
の
都
合
に
よ
り

一
ミ
戸
の
枇
曾
感
概
念

一
一
ミ
ル

ω税
務
山
中
概
念
H
A
び
性
格
率
概
念

=
一
ミ
片
の
枇
曾
卒
論
の
批
判

そ
う
し
て
本
坑
に
於
て
は
先
づ
一
ァ
、
戸
の
枇
曾
事
概
念
」
を
論
先
す
る
。

本
論
文
士
左
の
三
論
文
に
分
つ
噂
}
ご
、
す
る
。

ミ
ル
の
枇
曾
皐
概
念

ミ
w
の
枇
曾
問
中
御
念
の
根
本
思
想
は
、
千
人
百
四
十
四
年
に
酸
表
苫
れ
た
が
、
併
し
彼
が
蹴
仁
千
八
百
三
十
一

年
に
帯
主
上
げ
ら
れ
て
居
た
ピ
云
ふ
「
経
桝
皐
仁
於
り
る
未
決
問
題
に
闘
す
る
数
論
文
」
(
阿
ω
臣
官

o
p
d
z
E
a

.. 

o
z
E
E
0
5
5
吋

o-HEE-
何
口

O
E日
可
)
中
の
一
一
論
文
、
「
経
憐
叩
や
の
定
義
・
並
に
経
済
山
中

ω
本
質
に
迎
合
す
る
研

究
の
方
法
に
就
て
、
」

(
O
B
H
Z
U弘
氏
巳
O
ロ
O
町同

vo--ES-
問。。ロ
OBUご

E
M
m
H
o
m
s
o
v
p
F。
品
。
同
同
ロ
耳
切
民
間
且
一
EM

司
円
。
旬
。
吋
件
。
一
昨
)
の
中
に
説
越
さ
れ
て
居
る
が
、
併
し
夫
れ
は
彼
が
ま

r論
理
由
学
の
研
究
を
大
成
し
な
い
前
仁
書
ハ
ー

た
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、
甚
に
粗
雑
で
あ
る
。
そ
う
し
て
彼
が
千
人
百
四
十
三
年
に
公
に
せ
る
「
論
理
皐
健
系
」
(
〉

開

印一可拝。
E
O町
円
。
叫
目
。
)

の
第
六
篇

「
精
紳
科
学
の
論
理
問
学
に
就
て
」

(
図
。

or
〈
H

・
0
ロ
伸
一
百
円
。
同
向
。
。
同
門
F
O

冨
o
E】

iIP 
叢

さ
ル
白
山
此
曾
皐
概
念

第
二
十
四
巷

四
七
七

第

観

= 

J 

!ーか 3



草t

言申

ミ
ル
白
枇

bw島
概
念

第
二
十
四
巻

四
七
八

第

挽

凹

印
口
庁
ロ

ng)
の
中
に
、

彼
の
大
成
せ
る
枇
曾
亭
の
概
念
が
、
始
め
て
組
織
的
に
論
遁
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

( 

同叫
年阜

農
林
皐
校
教
峰
崎
本
支
回
申
士
は
、
右
に
堪
げ

L
論
士
是
摘
則
期
組
系
静
六
焔
と
記
翻
諮
L
J

て
一
冊
白
書
物
と
な

L
、
刀
れ
書
院
よ
り
並
々
に
出
版
さ
れ
る
と
と

L
t
引
で
肘
る
。
」

そ
れ
で
余
は
此
蕗
に
論
理
由
学
館
系
第
六
篇

ミ
町
げ
の
乱
札
曾
間
半
概
念
の

に
よ

b
τ
、

一
般
を
油
べ
る
こ
と
、
す
る
。

夫
れ
枇
曾
の
一
切
の
現
象
は
、
外
部
的
諸
事
怖
が
人
閥
の
凶
髄

ω上
に
及
ぼ
す
作
用
に
よ
・
り
士
、
産
出
さ
れ
た

る
人
性
の
現
象
で
あ
る
o

古
れ
ば
人
闘
の
思
想
、
戚
崎
及
び
行
動
の
現
象
は
、
恒
定
不
遜
な
法
則
に
従
ふ
も
の
で

あ
る
ご
す
れ
ば
、
共
の
賞
然
な
結
川
市

Z
L
て
、
枇
合

ω現
象
も
亦
恒
定
不
整
な
法
則
に
従
ふ
も
の
ご
認
め
ら
れ
ね

ば
な
ら
泊
。
一
五
ふ
ま
で
も
な
く
枇
品
目
現
象
の
法
則
は
、
恨
A
T
天
文
山
中
の
法
則
山
如
〈
磁
貨
に
又
完
全
に
認
識
さ
れ

た
ご
し
て
も
、
向
ほ
天
文
与
の
法
則
が
数
千
年
後
に
於
げ
る
天
健
の
出
現
を
抽
暗
鬼
苫
せ
る
如
〈
に
、

枇
品
目
の
歴
史

を
噛
胤
見
苫
せ
る
-
-
E
は
山
梨
ま
い
。
併
し
此
の
確
貸
住
の
差
異
は
、
決
等
の
法
則
其
物
に
存
す
る
の
で
な
〈
、
共

等
の
法
則
が
趨
用
古
る
可
き
拠
料
に
存
す
る
の
で
あ
る
o
天
文
向
学
に
於
て
は
、

一
定
の
結
果
を
生
守
る
諸
原
凶
は

其
の
数
少
な
〈
・
叉
強
化
す
る
こ
ご
も
少
な
〈
、
且
つ
共
の
僅
か
な
品
由
化
も
知
ら
れ
た
る
法
則
仁
従
ふ

τ行
は
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
天
文
皐
仁
ゐ
h
τ
は
奥
料
は
法
則
自
身
正
岡
松
岡
仁
確
貨
で
あ
る

Q

然
る
に
之
れ
に
反
し
て
.

枇
曾
の
帥
肌
磁
及
び
準
歩
に
影
響
を
H
A
ぽ
す
事
情
は
無
数
に
存
し
・
且
つ
常
に
擾
勘

L
っ
、
ゐ
る
o

そ
う
し
一
1
共
等

の
事
情
の
麗
動
は
総

τ原
因
に
従
ふ
て
、

放
に
又
法
則
に
従
ム
て
行
は
れ
る
も
の
で
ゐ
る
が
、

L
h
r
も
北
(
等

ω田
川

図

ω欽
は
甚
ピ
多
く
し
て
、
吾
人
の
有
限
的
な
計
算
カ
を
以
て
は
、
到
底
計
へ
切
れ
な
レ
o

要
す
る
に
枇
曾
科
卒

.... 

， . 



に
ゐ
り
て
は
、
共
ゆ
法
則
は
確
貨
で
ゐ
る
が
、
併
し
夫
れ
が
池
用
古
る
可
き
奥
料
は
、
甚
に
不
確
貨
で
あ
る
の

で
、
そ
う
し
て
夫
れ
が
銭
的
に
終
来
の
政
見
は
、
到
底
確
貨
に
行
以
れ
得
な
い
の
で
ゐ
る
o

併
し
橡
見
に
謝
し
て
は
甚
に
不
充
分
な
る
知
識
色
、
質
際
的
案
内
者
三

L
て
は
非
常
に
有
盆
で
め
b
得
る
o

そ

う
し

τ枇
曾
の
科
卒
は
、
去
し
夫
れ
が
五
同
人
を
し
て
、
奥
へ
ら
れ
た
る
一
定
の
刺
曾
肱
践
が
、

如
何
な
る
原
因
に

よ
り
て
あ
る
が
如
〈
に
形
成
古
れ
た
か
、

如
何
な
る
後
化
を
な
さ
ん
ご
す
る
傾
向
を
有
す
る
か
・
共
の
現
在
の
各

特
徴
は
他
日
如
何
な
る
結
川
市
を
生
中
る
で
め
ら
う
か
・
叉
共
等

ω結川市
ω何
れ
も
が
、
如
何
な
る
手
段
に
よ

b
て

噛

胤

防

k
d

れ
・
繭
時
百
品
さ
れ
・
或
は
促
進
さ

μ
得
る
か
等
を
・
理
解
さ
せ
る
-
-
Z
が
出
来
る
な
ら
ば
、
阪
に
高
度
の
完

成
仁
達
し
た
も
の
ご
認
め
待
ら
れ
る
で
あ
ら
三
ぞ
う

L
て
吾
人
が
何
れ
の
園
戒
は
時
代
に
謝
し
で
も
、
其
の
特

殊
的
諸
事
怖
を
熟
知
す
乙
な
ら
ば
、
北
(
等
の
諸
問
題
に
答
へ
得
る
に
充
分
な
る
一
般
的
諸
法
則
を
、
異
質
に
確
立

し
得
る
こ
正
を
些
む
は
、
決

L
τ
を
怨
的
な
る
希
訟
で
は
な
い
u
Z
思
は
れ
る
が
・

A
T
か
、
る
一
般
的
法
則
を
確
立

せ
ん
ご
す
る

ωが
・
即
L
枇
曾
科
学
の
目
的
で
あ
る
o

ミ
作
は
以
上
越

4
L如
〈
に
、
先
づ
枇
曾
法
則
の
特
性
を
研
究

L
て
、
副
曲
目
科
事
の
一
般
的
性
質
及
び
円
的
を

決
定
し
、
夫
よ
り
刷
曾
科
卒
の
使
用
す
可
き
正
首
な
る
方
法
を
、
確
定
せ
ん
ご
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
此
慮
に

彼
は
先
づ
淵
械
的
じ
.
北
一
の
正
賞
な
る
方
法
正
一
五
ふ
は
・
決

L
て
彼
が
化
率
的
方
法
戒
は
賞
験
的
方
法
古
都
す
る

も
の
で
も
、
亦
幾
何
事
的
方
法
或
は
抽
象
的
方
法
ご
稗
す
る
も
の
で
も
な
い
理
由
を
詳
論

L
、
そ
れ
よ
ふ
り
積
極
的

第
二
十
四
容

第

腕

亙

卓上

ミ
ル
白
批
直
下
概
念

ω官

四
七
九

品、

- '"，' 



前市首

離

ミ
ル
白
批
合
間
申
概
念

第
二
十
四
谷

問
八

O

第

親

プξ

に
-
t月
の
正
賞
な
る
方
法
正
一
五
ふ
は
、
彼
が
物
理
率
的
方
法
成
は
共
健
的
泌
総
法
古
都
す
る
も
の
、
及
び
逆
演
鰐

法
成
は
歴
史
的
方
法
正
抑
制
す
る
も

ωで
ゐ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
を
論
議
し
て
居
る
。
然
る
に
右
の
二
つ
の
方
法

は
、
品
位
に
地
ぷ
る
鴎
じ
よ
・
り
て
知
ら
山
い
る
如
〈
、
廿
北
山
性
質
に
於

τ重
要
な
る
差
出
現
を
有
す
る
も
の
で
ゐ
る
が

ら
、
か
、
る
ニ
つ

ω方
法
が
均

L
t枇
曾
科
皐

ω正
世
間
な
る
方
法
で
ゐ
る
ご
云
ム
は
、

う
ま
h
枇
曾
科
卒
が
根
本

的
に
二
つ
の
部
類
に
大
別
さ
れ
る
こ
ご
を
意
味
す
る
も
の
で
ゐ
る
。
要
す
る
に
ミ
ル
は
枇
曾
科
事
を
根
本
的
に
、

特
殊
的
批
曾
科
事

t
一
般
的
批
曾
科
卒
ご
の
二
部
数
に
大
別
し
、

そ
う
し

τ物
理
準
的
方
法
或
は
共
健
的
演
鐸

品
置
を
以
て
、
特
川
時
的
批
曾
科
撃
が
北
(
川
り
本
質
上
使
用
す
可
き
特
有
の
方
法
、
叉
逆
波
締
法
戒
は
回
世
史
的
方
訟
を
以

τ 

一
般
的
枇
曾
科
唱
が
其
の
本
質
上
使
川
す
可
一
言
特
有
の
方
法
ピ
認
め
る
の
で
ゐ
る
。
然
る
に
ミ
ル
は
一
般
的

枇
曾
科
事
正
は
剛
も
枇
曾
科
問
中
で
め
る
・
戒
は
枇
曾
胤
一
a

ど
は
卸
も
一
般
的
批
品
目
科
学
で
ゐ
る
ご
見
る
の
で
ゐ
る
か

ら
、
此
彪
に
先
づ
彼
の
枇
品
同
町
四
千
断
念
-f
考
察
せ
ん
ぜ
す
る
に
首
つ
て
は
、
脊
人
は
彼
が
一
般
的
批
曾
科
皐
吉
一
再
ふ

は
如
何
h

ゆ
る
も
の
に

L
て
、
又
北
(
ゆ
特
有
の
方
法
ピ
認
め
品
賂
史
的
方
法
正
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
考

究
せ
ね
ば
な
ら
肉
。

夫
れ
ミ
戸
の
考
へ
る
彪
に
よ
れ
ば
、
枇
命
科
山
中
的
研
究
に
二
締
め
る
。
共
の
一
は
、
一
耽
曾
的
諸
事
情
の
一
定
の

一
般
的
航
践
を
前
制
配
し
て
置
い

τ、
新
た
に
奥
へ
ら
れ
ド
る
一
原
因
か
ら
如
何
な
る
結
山
本
が
縦
通
ず
る
で
あ
ら
う

か
正
一
耳
ふ
問
題
を
研
究
す
る
も
の
仁

L
て
、
芸

ω
二
は
武
一
等

ω
一
般
的
諸
事
情
其
物
を
決
定
す
る
法
則
は
、
何
で

ー、



あ
る
か
を
研
究
す
る
も
の
で
ゐ
る
。
此
の
第
三
和
的
研
究
に
あ
h
て
問
題
正
な
る
の
は
、
枇
舎
の
一
定
紋
態
に
於

て
、
奥
へ
ら
れ
む
る
一
一
原
因
の
結
川
市
川
h

、
何
で
あ
る
で
あ
ら
う
か
ご
云
ふ
事
で
な
〈
、
刷
曾
の
諸
山
肌
態
を
夫
れ
夫

れ
一
般
的
に
産
出

4
る
諸
原
因
は
何
で
ゐ
る
か
、
叉
共
等
山
り
諸
山
肌
掛
か
』
犬
山
ド
夫
れ
材
質
附
り
る
現
象
は
何
で
ゐ
ゐ

か
芭
云
ふ
事
で
あ
る
。
そ
う
し
て
此
の
問
題

ω解
決
に
於
て
一
般
的
批
曾
科
学
は
成
立

L
、
又
之
れ
に
よ
・
り
て
他

の
一
府
特
殊
的
な
る
研
先
の
諸
部
紛
が
制
限
色
れ
、
督
制
さ
れ
る
の
で
ゐ
る
。

か
(
τ

一
般
的
批
曾
剥
伊
の
範
国
十
正
賞
に
理
解
し
、
且
つ
之
を
枇
命
科
目
学
的
研
究
の
従
位
的
諸
分
科
か
ら
魁

別
す
る
縛
め
に
は
、

「
枇
品
目
的

mm態
旬
、
」
云
ふ
概
念

ω意
味
を
確
定
す
る
こ
ど
が
必
要
で
め
る
が
、
要
す
る
じ
一
刑
曾

つ
ま
b
総

τの
よ
b
大
な
る
耐
耐
目
的
諸
事
貨
戒
は
諸
現
象
的
同
時
的
朕
態
を
意
味
す
る
。
詳
し
〈

一
五
へ
ば
某
等
の
枇
曾
的
諸
事
賀
或
は
諸
現
象
が
、
共
の
問
に
存
す
る
自
然
的
利
閥
々
係
に
よ
h
τ
、
必
然
的
に
一

の
蹴
態
正
は
、

定
の
結
合
を
な
し
て
居
る
こ
己
、
随
ふ
て
又
此
雌
に
共
存
の
沓
二
d
己
P
E
E
S
O『
-notmMEgno)
が
存
立
し
て

居
る
場
、
ご
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
o

術
ほ
此
の
事
は
夏
仁
、
枇
曾
の
航
路
を
産
出
す
る
諸
原
悶
聞
に
も
亦
、
共
存

ω潜
一
の
存
立
す
る
こ
ど
を
意
味
す
る
。
か
〈

t
枇
曾

ω
拡
態
を
構
成
す
る
諸
現
象
削
に
存
司
る
共
存

ω亮
一

は
、
其
等
の
諸
現
象
が
依
て
以

τ決
定
さ
れ
る
因
果
の
法
則
の
支
則
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
泊
。
質
際
仁
枇
曾
の
各
獄

強

ω諸
要
素
閃

ω相
互
的
相
関
々
係
は
、
刷
曾

ω
一
般
態
ピ
他
奴
態
己
の
継
続
を
規
定
す
る
諸
法
則
か
ら
生
A
V

る

一
の
探
生
的
法
別
で
あ
る
の
で
あ
る
。
是
れ
枇
曾
の
各
放
践
的
最
近
接
原
闘
は
、
夜
も
に
夫
れ
に
先
行
す
る

第
三
蹴

七

論

世

ミ
ル
白
枇
曾
酔
栴
念

第
二
十
四
谷

四
A 
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諭

叢

仙
ル
白
枇
合
闘
中
榔
愈

第
ニ
十
四
巻

第

批

ハ、

四
月.

耐
曾
の
紋
様
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
o

き
れ
ば
枇
曾
帥
宇
の
基
本
問
題
は
、

つ
ま
り
枇
曾
の
何
れ
の
航
路
も
が
、
夫
れ

に
縦
て
起
り
、
夫
れ
に
ピ

h
代
る
朕
態
を
、
依
て
以
工
産
出
す
る
法
則
を
畿
見
す
る
-
-
Z
で
あ
る

U

そ
3
し
て
此

の
問
題
は
、
科
事
の
釣
象

Z
L
て
取
扱
は
れ
る
刷
曾
現
象
の
、
線

τの
正
常
な
る
断
念
中
に
合
ま
れ
る
一
概
念
、

郎
ら
人
間
及
び
枇
曾
の
進
歩
性
に
閲
す
る
困
難
な
大
問
題
に
、
吾
人
を
導
(
の
で
ゐ
る
@

夫
れ
人
間
及
び
一
耽
曾
、
或
は
人
類
は
進
歩
す
る
も
の
で
わ
る
か
、
又
は
一
定
の
階
段
を
循
環
す
る
も
の
で
ゐ
る

か
は
、
近
世
に
入
り
て
よ
り
椛
ん
に
論
究
さ
れ
い
て
来
た
問
題
で
あ
る
が
、
今
や
入
額
一
の
進
歩
性
は
一
般
的
に
承
認

さ
れ

τ居
る
ご
思
は
れ
る
。
そ
う
し
て
此

ω思
想
に
悲
い
て
、
枇
曾
科
苧
に
於
け
る
品
ご
も
勝

μ
た
る
一
考
察
法

郎
も
回
世
史
的
方
法
が
、
近
本
市
築
き
上
げ
ら
れ
た

ωで
、
今
や
大
陸

ω最
正
も
進
歩
せ
る
思
想
家
は
.
此
の
方
法
を

用
ひ

τ騰
由
民
の
一
般
的
中
貨
を
馴
討
し
分
訴
し
、
以

τ彼
等

ω所
謂
進
歩

ω法
則
な
る
も
の
を
俊
足
せ
ん
ご
労
め

て
居
る
G

是
H
H

大
に
貸
す
可
当
事
で
ゐ
品
。
併
し
其
等
り
思
畑
汚
水
が
其

ω進
歩

ω法
則
な
る
も
の
を
、

一
)
ヨ
長

一
u
t
t
'
f

法
則
正
考
へ

τ早川る
ωは
謬
見
で
ゐ
る
o

夫
れ
は
只
一
の
経
験
的
法
則
で
ゐ
り
得
る
だ
り
で
あ
る
o

赴
れ
人
心
M
A

ぴ
人
間
枇
曾
り
諸
般
践
の
縦
約
は
・
夫

μ
自
身
的
獅
立
な
る
法
則
を
有
L
得
は
い
も
の
仁
し
て
・
人
間
に
於
け
る

境
遇
の
作
用
品
A

ぴ
境
地
に
於
け
る
人
聞
の
作
用
を
支
配
す
る
、
心
理
柏
市
T

的
H
A
ぴ
性
物
山
中
的
日
出
則
仁
依
が
せ
む
ば
な

ら
ぬ
か
ら
で
ゐ
る
c

人
心
及
び
人
間
枇
曾
り
諸
般
態
り
縦
続
の
法
則
は
、
甚
に
碓
貨
で
あ
る
が
如
〈
に
見
え
て

色
、
夫
れ
は
本
来
一
一
的
経
験
的
法
則
に
過
ぎ
な
い
も
り
に
し
て
、
決
し
て
具
に
確
買
で
は
ゐ
1
9
得
な
い
。
そ
う
し

晶、

..作 a



曾
の
経
験
的
法
則
は
、
夫
札
が
依
存
せ
ね
ば
な
ら
凶
心
瑚
事
的
及
び
性
格
率
的
法
則
Z
結
び
附
け
得
ら
れ
、

先
天

τ炉
、
る
経
験
的
治
則
の
愛
見
を
以
て
、

科
事

ω終
局
の
目
的
正
認
め
る
こ
ご
は
由
来
な
い
。
人
心
及
び
人
間
世

的
出
緋
ご
歴
史
的
説
明
ご
の
結
人
口
一
し
ょ

bτ
、

一
の
科
率
的
法
則
に
化
成
L
得
ら
れ
る
ま
で
は
、

寄
人
は
精
々
の

蕗
甚

r手
近
な
場
合
を
越
へ
て
は
、

賂
来
的
出
来
事
を
夫
れ
仁
信
頼
し
て
謙
見
す
る
こ
ご
は
出
来
な
い
o

以
上
越
ぺ

L
如
〈
、
隆
史
か
ら
概
括
さ
れ
た
る
何
物
も
、
夫
れ
に
劃
す
る
充
分
な
る
理
由
が
人
性
に
於
て
見
出

き
れ
た
る
後
に
非
ら
A
Y

ば
、
一
枇
曾
法
則
ご
し
て
認
め
ら
れ
一
し
は
な
ら
な
い
が
、

しい
r
も
亦
吾
人
は
人
性
の
原
理
吉
、

人
頻
生
存
の
一
般
的
諸
事
情
£
の
二
者
か
ら
出
後
L
て
、
人
類
の
畿
達
が
従
は
ね
ば
な
ら
山
一
定
の
順
序
を
先
天

的
に
決
定
L
、
夫
れ
よ
h
現
代
に
至
る
ま
で
の
隆
史
の
一
般
的
事
貨
を
、
珠
見
す
る
こ
ご
が
出
来
る
も
の
芭
考
へ

て
は
な
ら
ぬ
。
人
間
枇
曾
の
諸
扶
態
の
隠
史
的
漣
紋
に
於
工
は
、
最
初
の
数
蹴
態
が
相
続
で
生
起
し
た
る
後
は
、

各
世
代
が
夫
れ
仁
先
行
す
毛
世
代
か
ら
受
け
る
影
響
は
盆
々
増
大
し
て
、
他
の
綿

τの
影
響
を
踏
倒
し
て
〈
る
の

で
、
か
く

τ五
口
人
が
今
現
に
め
る
が
如
〈
に
ゐ
h

又
今
現
に
な
す
が
如
〈
に
な
し
て
居
る
の
は
、

結
局
只
甚
ピ

僅
か
な
度
合
に
於
て
の
み
、
人
類
の
一
般
的
議
事
情
の
結
果
(
或
は
吾
人
の
版
本
的
諸
性
質
を
通
じ

τ作
用
す
る

議
事
情

ω結
果
)
で
あ
る
に
過
ぎ
や
し

τ、
大
な
る
度
合
に
於
て
は
人
類
の
今
日
ま
で
の
金
脹
市
民

ι
よ
ち

τ、
吾

人
に
於

τ産
出
さ
れ
た
る
論
性
質
の
結
果
で
ゐ
る
の
で
ゐ
る
。
境
遇
或
は
諸
事
情
ご
人
聞
記
の
動
反
動
の
甚
に
長

き
系
列
に
あ
り
て
は
、

trAω
相
辿
紺
す
る
各
項
は
、
順
次
に
盆
々
多
数
の
叉
和
々
相
異
な
れ
る
諸
部
分
か
ら
成
立

J満

議

ミ
ル
由
一
枇
合
事
権
怠

第
ニ
十
四
巻
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四
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第
二
十
四
谷

議

ミ
ル
由
枇
骨
皐
櫛
愈

阿

λ
凶

論

第

披

凹
O 

す
る
も
の
で
あ
る
が
放
に
、

か
、
る
長
系
列
を
‘
田
早
に
一
冗
素
的
諸
法
則
か
ら
産
出
苫
れ
た
る
も
の

E
L
て
、
簡
出
早

に
設
明
す
る
こ
ご
は
釧
底
不
可
能
で
あ
る
。

百
は
れ
若
L
諸
結
果
の
系
列
が
、
会
館
三

L
て
考
察
き
れ
る
時
に
も
、
備
は
何
等
の
規
律
性
を
も
表
示
し
な
い

な
ら
ば
、
吾
人
以
一
の
一
般
的
批
曾
科
事
を
建
設
す
る
こ
ご
は
到
底
出
来
な
い
の
で
、
如
何
に
努
力
す
る
ご
も
夫

れ
は
無
盆
で
む
る
で
ゐ
ら
う
。
そ
う
し
て
が
、
る
場
合
に
は
、
吾
人
は
同
定
し
て
居
る
さ
考
へ
ら
れ
た
る
枇
曾
の

一
般
般
に
於
て
、
英
の
中
に
新
た
に
移
入
き
れ
た
る
一
一
服
闘
が
、

如
何
な
る
結
呆
を
生
守
る
で
ゐ
ら
う
か
を
確
か

め
ん
ご
努
力
す
る
H
h

げ
で
、
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ
で
ゐ
ら
う
o

か
、
る
智
識
は
吾
人
が
日
常
の
政
治
的
生

活
に
於
て
、
比
較
的
に
普
泌
な
場
合
に
出
陣
す
る
斜
め
に
は
充
分
で
ゐ
る
が
、
し
か

L
政
曾
の
進
歩
的
後
淫
が
重
要

な
る
影
響
を
及
ぼ
す
総

τの
場
合
に
は

吾
人
を
説
り
に
陥
ら

L
め
易
い
。
随
ふ
て
場
合
が
重
要
な
る
も
の
で
あ

る
ほ
ど
、
吾
人
は
か
、
る
智
識
に
信
樹
L
雄
く
な
る
の
で
ゐ
る
。
然
る
に
人
類
の
自
然
的
差
異
も
亦
諸
地
方
の
境

遇
政
は
諸
事
情
の
原
本
的
差
異
も
・
共
に
繭
者
が
夫
れ
夫
れ
相
合
致
す
る
蕗
よ
h
は
趨
か
に
小
な
る
も
の
で
あ
る

か
ら
・
此
彪
に
人
類
及
び
茶
山
事
業
の
進
歩
的
畿
迭
に
於

τ、
白
か
ら
一
定
の
度
合
の
啓
一
が
現
は
れ
る
の
で
あ

る
O

そ
う
L
τ
此

ω碕
一
は
叉
枇
舎
の
進
歩
す
る
に
つ
れ
て
、
益
々
増
進
す
る
傾
向
を
星
L
て
居
る
。
是
れ
始
め

に
は
会
f
自
己
的
性
質
ピ
境
遇
ど
に
よ
り
て
の
み
、
決
定
さ
れ

τ居
た
各
人
民
の
進
化
は
、
他
の
諸
人
民
の
一
影
響

の
下
に
、
叉
英
等
の
人
民
が
影
響
き
れ

τ居
る
暁
渇

ω影
響
の
下
に
、
段
々
に
引
き

λ
れ
ら
れ
て
〈
る
か
ら
で
、

晶、

， . 



真
に
其
等
の
影
響
は
文
明

ω進
歩
す
る
に
つ
れ
て
、
盆
々
増
大
し
て
来
る
か
ら
で
ゐ
品
。
き
れ
ば
謄
奥
は
・
吾
人

之
を
賢
明
仁
叉
註
怠
深
〈
吟
味
可
る
時
は
、

制
曾
的
経
験
的
法
則
を
呈
供
す
る
の
で
ゐ
る
。

そ
う
し
て
一
般
的
枇

曾
阿
川
干
の
附
腿
は
、

つ
ま
り
先
づ
共
等

ω経
峨
的
法
則
セ
よ
く
確
か
め
・

究
に
か
、
る
経
験
的
法
則
を
人
性
山
最
後

の
一
定
法
則
正
結
び
附
り
、
前
者
は
後
者

ω論
結
正
し
て
営
然
期
待
さ
る
可
き
波
生
的
法
別
で
あ
る
こ

F
Y演
緋

的
に
設
示
す
る
こ
ご
で
ゐ
る
。

さ
は
れ
歴
史
が
一
淑
生
的
法
則
を
墨
示
し
た
後
で
も
、

か
、
る
法
則
は
諸
結
川
市
が
人
性
内
法
則
ピ
合
致
し

t
産
自

日量

叢

ミ
ル
白
枇
官
製
拠
愈

第
二
十
回
各

四
八
五

第
三
組

四

さ
れ
得
た
る
・
総
耐
制
球
は
共
存
の
唯
一
の
秩
序
で
あ
っ
た
こ
正
を
、
先
天
的
に
論
設
す
る
は
殆
ん
左
不
可
能
で
あ

る
己
云
ム

τも
よ

νm何
で
ゐ
る
o

吾
人
は
綿
々
の
蕗
で
、

か
、
る
法
則
を
期
待
L
得
る
強
山
門
な
先
天
的
理
由
の
あ

る
こ
吉
、
叉
人
間

ω性
質
及
び
彼

ω州
位
の
諸
説
情
か
ら
考
へ
て
、
如
何
な
る
他

ω秩
序
も
恐
ら
く
は
生
家
し
得

な
か
っ
た
こ
子
炉
』
示

L
得
る
に
け
で
ゐ
品
。
資
な
で
品
目
人
は
腿
々
夫
れ
さ
え
も
な

L
得
な
い
。
吾
人
は
生
起
せ
し
-
-

ピ
は
先
天
的
に
蓋
然
的
で
め
っ
花
正
云
ふ
こ
正
す
ら
示
L
得
な
い
で
、

只
夫
れ
は
可
能
的
で
あ
っ
た
・
』
ご
を
一
不

L

得
る
に
り
で
ゐ
る
o

併
し
此

ω可
能
的
で
あ
っ
た
ご
一
式
ふ
こ
苫
を
一
万
す
こ
正
郎
ち
徴
験
(
君
主
日
号
と
す
る
こ
正

は
、
論
結
が
本
也
事
庇
銭
的
料
法
に
よ
h
て
到
越
し
得
ら
れ
た
る
場
合
に
‘

之
を
特
殊
的
経
験
仁
よ
り

τ徴
峨
せ
ね

ば
な
ら
な
レ
ご
同
線
に
、
必
要
紙
〈
可
か
ら
す
」
る
も
の
で
あ
る
o

抑
々
縦
験
的
法
則
な
る
も
の
は
、
只
小
数
的
質

例
か
ら
引
量
出
品
れ
た
る
論
結
に
外
な
ら
ぎ
る
を
得
な
い
も

ω
で
ゐ
る
。
是
れ
枇
曾
的
進
歩
の
高
き
階
段
に
曾
て



""， 両問

司苦

ミ
ル
内
枇
合
同
申
概
念

第
二
十
四
巻

四
八
六

第

挽

四

到
達
し
た
る
闘
民
は
甚
だ
少
な
，
¥
殊
に
夫
れ
自
身
り
獅
立
な
る
畿
培
に
よ

b
て
之
れ
じ
到
達
L
た
る
も
の
は
夏

に
少
な
い
か
ら
で
ゐ
る
o

さ
れ
ば
此
等
小
放
の
質
例
的
只
一
ご
で
さ
え
、
不
充
分
に
し
か
知
ら
れ
て
居
中
・
戒
は

不
完
全
に
し
か
共
の
諸
要
素
に
分
訴
古
れ
て
局
宇
、
或
は
不
完
全
に
し
か
共
的
要
素
に
分
訴
き
れ
て
居
な
い
で
、

随
ふ
て
他
の
諸
質
例
ご
充
分
完
全
に
比
故
捻
討
さ
れ
γ

し
居
な
い
場
合
に
は
、
正
富
な
る
経
験
的
法
則
よ
り
は
寧
ろ

決
ま
れ
る
経
験
的
法
則
が
立
て
ら
れ
易
い
ご
一
五
ふ
-
』
ピ
は
、
殆
ん
ど
疑
は
れ
得
な
い
ピ
忠

μ
れ
る
。

か
〈
T
五
同
人

は
貨
際
上
最
乙
も
説
ま
れ
る
多
〈
の
胤
括
が
、
組
へ
す
膳
史
の
進
行
か
ら
引
3
出
苫
れ
て
居
る
り
を
見
る
の
で
あ

る
。
そ
う
し
て
か
、
る
椴
括
を
珠
防
し
或
は
矯
正
す
る
唯
一
一
り
途
は
、
常
に
心
理
率
的

μ
ぴ
性
絡
mv的
法
則
に
よ

h
t
徴
験
す
る
-
』
ご
で
あ
る
。

き
て
上
に
述
べ
し
践
に
よ
り
て
知
ら
れ
る
如
〈
、
刑
台
凶
縦
験
的
法
則
に
は
二
組
ゐ
る
。

4
4
E
-
f
j
耳
↓
こ

t
z
ゴ
手
A
1
0
-
q
-
l

L
て
、
ニ
は
総
紛
の
し
情
一
で
ゐ
る
(
ロ
回
目
白
U
5
5
2
0
ご
?
Z
H
ω
E
M
n
o
E仏
口
氏
伊
吉
町
民
自
民

E
R
E
E
D
)
0
ゑ
ぞ
う
し

て
総
て
科
山
中
は
此
等
山
持
一
一
り
前
椛
或
は
級
相
を
確
か
め
叉
徴
験
す
る
こ
己
を
任
務
ご
す
る
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、

コ
ン
ト
は
カ
事
や
生
物
山
中
り
例
に
倣
ム
て
、
批
曾
現
象
の
共
存
ゆ
斉
一
を
研
究
す
る
も
の
を
枇
品
目
紛
向
学
ご
都
し
・

枇
曾
現
象
的
椴
縦
の
得
一
を
研
究
す
る
も
の
を
枇
曾
動
向
学
さ
稀
し
た
。
耽
品
目
静
皐
は
枇
品
目
的
国
結
に
於
付
る
安
定

の
保
件
を
礁
か
柏
、

引
札
曾
動
烈
は
進
歩
の
法
則
を
確
か
め
る
も

ωで
ゐ
品
。
詳
し
〈
云
へ
ば
刷
品
目
師
事
は
枇
曾
的

有
機
健
の
諸
部
分
間
に
存
在
す
る
合
致

(nEωgEω)
の
理
論
・
換
言
事
れ
ば
同
時
的
批
曾
現
象
内
相
立
的
勤
反

向、



動
の
理
論
に
し

τ、
枇
作
動
向
中
は
進
歩
的
運
動
の
欣
溜
に
於
て
考
察
さ
れ
た
る
此
曾
の
理
論
で
あ
る
o

A

h

，
此
曾
静

的
や
は
枇
曾
の
諸
以
態
セ
北
(
の
繊
紛
の
順
序
に
関
係
な
し
に
分
訴
L
、
叉
相
互
に
比
較
す
ゐ

-
-
t
に
よ
ふ
り
工
、

~，!l! 
雌

的
法
則
或
は
一
以
生
的
法
則
を
確
か
め
ん
ご
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

川
命
的
欣
抽
出
の
継
続
的
順
序
の
考
察
合
主
眼
ピ

す
る
枇
曾
動
棋
は
、
此
品
目
的
扶
抽
出
の
継
起
の
次
第
合
飢
祭

L
説
例
せ
ん
ご
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
此
曾
動
準

は
、
若

L
各
世
代
の
主
要
な
る
一
般
的
諸
事
情

ω
各
々
が
、
直
ち
に
先
行
す
る
世
代
に
於
け
る
夫
此
夫

μ
の
派
閥

に
結
び
附
り
自
れ
る
な
ら
ば
.
先
一
つ
そ
れ
で
完
成
(
た
ご
云

ο得
ら
れ
よ
，
フ
O

併
し
同
時
的
諸
現
象
附
に
は
完
全

な
る
合
致
が
存
立
す
る
の
で
ゐ
る
か
ら
、
綿
密
に
一
五
ふ
な
ら
ば
、

一
川
町
代
メ
他

ω世
代
ご

ω四
川
本
的
聯
結
に
ゐ
b

て
は
、

前
世
代
の
一
部
分
が
後
世
代
ゆ
一
部
分
を
産
出
す
る
宝
石
ふ
よ
り
は
、

寧
ろ
前
世
代
的
会
仰
が
後
世
代
の

金
値
を
産
出
す
る
ご
一
五
ふ
可
き
で
あ
る
。

古
れ
ば
肘
代
ご
世
代
ご
の
困
川
市
的
聯
結
を
確
定
せ
ん
・
己
す
る
に
常

τ、

批
曾
的
諮
問
肌
践
が
枇
曾
の
進
歩
す
る
に
つ
れ

τ、
順
央
に
産
出
さ
れ
る
在
健
法
則
或
は
一
概
生
的
法
則
を
先
づ
確
か

め
中
し

τ、
直
に
人
性
の
法
則
か
ら
右
の
聯
紡
を
引
き
出
さ
ん
ご
す
る
に
於
て
は
、
枇
命
日
動
的
中
の
良
質
な
る
進
歩

は
到
底
引
ま
れ
難
い
。
比
九
等
の
庇
接
法
則
或
は
淑
生
的
法
則
は
、

寅
に
一
般
的
枇
品
目
皐
の
中
間
公
理
或
は
中
間
一
以

理
を
な
す
も
の
で
ゐ
る
。

併
し
此
彪
に
大
に
注
窓
ぜ
ね
ば
な
ら
凶
貼
が
ゐ
る
。
夫
れ
は
現
今
に
ゐ
ち

τも
多
〈

ω山
中
者
は
、
甚
に
容
易
に

同
惟
史
を
概
括
し
て
、
直
ち
に
彼
等
の
所
調
膝
史
の
法
則
正
hr

進
歩
の
法
則
ご
か
都
す
る
も
の
を
樹
立
し
て
居
る
が
、

d耐

耀

ミ
ル
白
枇
合
串
脚
本

第
二
十
州
各

四
八
七

第

班

l!1唱

「一一
^ ， 



論

濃

ミ
ル
由
枇
曾
皐
概
念

第
二
十
四
を

四
八
八

第

観

四
E耳

併
し
か
、
る
概
括
、

hr
、
る
所
調
法
則
な
る
も
の
は
・
共
の
値
で
右
に
逃
一
ー
た
る
碇
技
法
則
或
は
紙
生
的
訟
則
の

胴慣値
hr
有
す
る
も
の
で
な
い
ど
云
ふ
こ
ど
で
あ
る
o

其
等
り
概
括
或
は
所
調
法
則
な
る
も
の
は
、
決

L
て
中
間
原

理
の
資
絡
を
共
有
す
る
も
の
で
な
〈
.
只
か
、
る
原
理
の
確
立
に
導
〈
一
話
機
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
ゐ
る
。
其
等

の
概
括
は
つ
ま
h
枇
曾
仁
於

τ認
め
得
ら
れ
る
一
定

ω
一
般
的
傾
向
、
帥
ち
或
此
命
的
要
素

ω進
歩
的
増
大
正

か
、
他

ω枇
曾
的
要
素
凶
進
歩
的
減
制
調
己
が
、
又
は
一
定
要
素

ω
一
般
的
性
質
に
於
り
る
漸
次
的
越
化
ど
か
一
五
J

.、.n
M
E
-

n'車
、

2

一
定
的
一
般
的
傾
'M'T
示
す
に
り
の
ち
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
か
、
る
一
般
的
傾
向
は
、
少
l
設
怠
し

τ膝
市
民
を
考
察
す
れ
ば
‘
容
日
制
に
認
如
上
得
ら
れ
る

ω
で
、
例
へ
ば
枇
曾
が
進
歩
す
る
に
つ
れ
て
、
精
紳
的
性
質

は
盆
々
肉
鶴
的
諸
性
質
を
座
し
て
勢
力
企
強
め
る
傾
向
が
ゐ
る
ご
か
、
又
外
部
的
拘
束
を
受
付
な
レ
刷
曾
階
印
刷
の

従
業
は
・
始
め
は
主
と
し
て
軍
事
的
成
は
武
士
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
枇
曾
が
進
歩
的
に
盆
々
生
産
業
に
熱

中
し
て
〈
る
正
、
軍
訪
中
的
或
は
武
士
的
精
刷
は
段
々
に
一
家
へ
て
、
産
業
的
純
一
脚
が
勢
力
企
振
ふ
に
至
る
傾
向
が
現

は
れ

t
〈
る
ピ
か
一
五
ふ
が
如
主
事
は
、
容
易
に
認
知
苫
れ
得
る
の
で
あ
る
。
今
日
り
皐
者
も
仰
は
一
般
に
、
上
越
の

如
き
性
質

ω概
括
を
以

τ満
足
し
て
居
る
徒
で
あ
る
。
併
L
其
等
の
概
括
は
、
人
牲
の
一
元
来
的
法
則
践
は
原
理
か

ら
の
直
接
り
系
論
ご
し
て
承
認
し
得
ら
れ
る
に
は
、

其
等
り
法
則
戒
は
原
理
か
ら
ま
だ
あ
ま
り
に
迭
さ
か
つ
て
屑

る
O

き
れ
ば
其
等
的
問
括
は
最
ご
も
多
〈
の
研
究
者
り
精
神
に
於
て
は
、

只
現
宵
な
る
制
・
誕
の
限
界
内
に
於
t
油

用
し
得
ら
れ
る

rけ
の
経
験
的
法
則
の
米
越
に
止
ま
っ
て
居
る
の
で
、
吾
人
は
去
の
異
質
な
る
限
界
を
決
定
す
る

-、司



何
等
の
手
段
も
、
亦
是
れ
ま
で
進
み
来
れ
る
判
明
動
が
、
品
川
は
畑
一
定
限
に
持
続
す
可
当
性
質
的
も
の
で
ゐ
る
の
か
、

ヌ
は
早
晩
停
止
す
可
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
の
か
、
真
に
は
逆
輔
さ
る
可
主
性
質
の
も
山
で
さ
ね
も
あ
る
の
か

を
、
判
定

τる
何
等

ω手
段
も
有
し
な
い
の
で
め
る
c

き
れ
ば
よ
b
よ
き
即
臨
時
叫
的
法
川
を
立
℃
る
治
め
に
は
、
五
日
人
は
只
枇
曾
の
諸
要
素
の
夫
れ
是
れ
に
現
は
れ
、
結

川
市
の
断
片
己
夫
れ
に
樹
脂
ず
る
岡
山
凶

ω
断
↓
」
川
正
の
聞
係
し
か
指
示
し
な
い
保
な
進
歩
的
畿
動
に
、
注
目
す
る
に
り

で
揃
足
し
T
居

τは
な
ら
な
い
o

五
日
人
は
一
一
官
に
諸
要
議
内
夫
れ
是
れ

ω
進
歩
的
議
勤
を
考
へ
る
行
り
E
な
〈
、
夏

批
品
開
現
象
り
断
問
中
的
考
擦
を
動
型
的
考
察
己
結
合
し
・
か
〈
て
業
等
の

z
ν
'
A
W刷
ぷ
ヂ

U
λ

議
要
素

ω一
一
官
仁
一
同
時
的
諸
mm態
川
じ
本
す
る
の
み
な
ら
守
、
夏
仁
同
時
的
説
的
配
動
聞
に
も
存
す
る
割
脚
胞
の
法
則

に
各
要
素
の
同
時
的
奴
艇
を
も
考
へ

τ、

を
、
極
験
的
に
定
立
せ
ね
ば
な
ら
凶
。
そ
う
し
て
営
然
め
る
可
量
一
か
如
〈
に
先
天
的
に
微
験
さ
れ
て
、
人
類
及
び

人
事

ω畿
迭
の
具
に
科
山
学
的
な

ι一
政
生
的
法
則
ど
な
る
も
の
は
、
邸
も
右
の
封
勝
り
法
別
で
あ
る
の
で
ゐ
る
。

然
る
に
此
り
際
是
非
必
要
な
る
御
家
及
ぴ
比
較
の
困
難
な
る
過
税
に
於

τ、
者

L
枇
曾
人
的
被
合
的
存
在
中
の

或
一
要
素
が
、
枇
曾
的
運
動

ω第
一
究
的
戒
は
基
本
的
協
同

Z
L
て
、
他

ω
一
切
の
諸
要
素

ω上
に
働
〈
ご
云
ふ

様
な
…
中
貨
が
後
見
さ
れ
る
な
ら
ば
.
夫
れ
は
明
か
に
吾
人

ω研
究
を
大
仁
助
り
る
こ
ピ
に
な
る
で
ゐ
ら
う
。
是
れ

其
の
場
合
仁
は
、
吾
人
は
其
の
一
要
素
の
進
歩
を
中
心
的
鎖
古
見
立

τ、
、
進
A
で
行
〈
こ
ご
が
出
来
る
か
ら
で

あ
る
o

そ
う
し
て
吾
人
は
只
其

ω中
心
的
釦
の
相
辿
縦
ず
る
各
環
に
・
他
の
一
切
の
諸
要
素

ω進
歩
の
夫
れ
夫
れ

四
λ
丸

捧

腕

四
E 

諭

議

ミ
ル

O
計
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二
十
四
巷
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二
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四
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ミ
ル
山

t
h
w
m蹴
愈

凹
九

O

第

腕

樹
脂
す
る
各
環
を
聯
結
す
る
に
け
で
、
諸
事
質

ω紛
紙
を
何
れ
仙
他
り
四
半
な
る
経
験
的
過
程
に
よ
ら

τ待
ら
れ
る

よ
り
も
趨
か
仁
よ
く
、
其
等
円
札
諸
劫
貨
の
凶
山
本
的
連
結
山
り
い
奥
山
り
順
序
に
接
近
す
る
一
一
仰
の
白
然
的
順
序
に
於

τ、

表
示
す
る
こ
ど
が
山
家
る
で
あ
ら
う
。

今
M

腔・史

ω謎
明
比
ぴ
人
性
の
説
明
は
著
し
く
相
合
致
し

τ.
上
仁
述
べ
し
が
如
き
一
台
枇
曾
的
要
素
.
却
も
枇

曾
的
進
行
り
諸
能
凶
巾
に
於

τ、
特
に
勢
力
を
抜
ひ
、
他
の
総
て
の
能
凶
を
左
右
す
る
杭
の
一

ω枇
曾

的

要

素

ω、
前
日
日
ド
存
花
す
る
-
』
ご
を
指
示
す
る
の
で
あ
る
o

そ
う
し
て
夫
れ
は
削
ち
人
類

ω
思
考
的
説
能
力

ω妹
腿
で
ゐ

る
。
但
し
吾
人
は
共

ω放
同
町
中
仁
、
人
制
が
己
れ
白
身
及
び
己
れ
を
国
総
す
る
限
界
に
閲
し
て
、
如
何
絞
に
か

L

て
到
越
せ
る
諸
信
仰
り
性
質
色
合
ま
せ
る
の
で
め
る
。

人
間
の
知
力
或
は
思
考
力
は
、
他
の
刷
曾
的
能
困
に
比
す
れ
ば
‘
比
械
的
に
弱
い
も
の
で
ゐ
る
。
ー
が
も
犬
れ

に
係
は
ら
干
、
思
考
力
は
枇
曾
的
進
歩
り
卜
主
要
な
る
決
定
的
版
図
で
ゐ
る
。
且
疋
れ
枇
品
目
的
進
歩
に

TX献
す
る
人
性

の
一
切
り
他
の
諸
性
川
は
、
夫
H
U

夫
れ
其
の
H
T

に
膳
じ
て
仕

4
を
ゆ
地
成
す
る
手
段
仁
就
1
は
、
知
力
戒
は
思
考
力

に
依
存
す
ゐ
か
ら
で
ゐ
る
o

例
へ
ば
生
活
技
術
に
於

τ見
ら
れ
る
改
良
り
最
多
数
は
、
物
質
的
安
楽
を
増
進
せ
ん

ご
す
る
慾
望
を
、
其

ω
衝
動
力
・
己
し
て
途
成
さ
れ
る
も
の
モ
あ
る
o

併

ι吾
人
は
貝
外
外
事
物
に
就

τ有
す
る
吾

人

ω相
官
識
に
膳
じ

τの
み
、
主
(
等
り
一
羽
物
の
上
仁
作
刺
し
得
る
川
り
で
あ
る
か
ら
・
何
れ
り
時
代
に
於
て
も
其
の
智

識
の
朕
鶴
は
、
其

ω時
代
に
於
て
成
就
し
得
ら
れ
る
産
業
的
改
良
の
限
界
ご
な
る
の
で
あ
る
o

そ
う

L
て
産
業
の

晶、

" 



進
歩
は
智
識
の
進
歩
に
随
行
し
、

ヌ
之
れ
に
依
存
せ
ね
ば
な
ら
心
。

同
様
な
事
貨
は
務
術
の
進
歩
に
於

τ
す
ら

も
、
大
岨
阻
上
認
め
ら
れ
る
。
向
ほ
未
開
人
或
は
年
閑
人

ω
最
強
性
向
は
、
明
か
に
夫
れ
自
身
に
於

τは
、
人
間
を

結
合
す
る
傾
向
を
有
す
る
も
の
で
な
〈
、
寧
什
人
聞
を
分
離
す
る
傾
向
を
抗
す
る
の
で
あ
る
か
ら
・
彼
等
の
聞
に

於
り
る
枇
曾
的
生
存
は
、
只
拡
(
等
的
強
大
な
る
諸
性
向
を
陶
市
す
る
こ
正
に
よ
り

τの
み
可
能
ご
な
る
の
で
ゐ
る

が
、
然
る
じ
共
の
陶
ム
市
ご
云
ふ
は
、

つ
ま
り
は
彼
等
を
思
想
的
一
の
共
同
的
憾
系
に
服
従
さ
せ
る
ニ
デ
伊
-
意
味
す

る
の
で
め
る
。
そ
う
し
て
此

ω服
従
の
度
合
が
、
彼
等
の
枇
曾
的
結
合
の
度
合
を
測
る
尺
皮
ビ
な
る

ωで
、
共
同

的
思
忽

ω性
質
が
其
の
枇
曾
的
結
合
の
柿
類
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
o

品川
t

人
々
が
彼
等
の
行
動
を
一
定
の
共
同

的
思
想
に
従
ふ
て
規
定
す
る
ご
云
ふ
に
は
、
先
づ
共
の
共
同
的
思
怨
が
存
立
し
て
尉
ら
ね
ば
な
ら
や
，
、
又
夫

U

が

彼
等
に
よ
り
て
信
仰
さ
れ

τ居
ら
ね
ば
な
ら
な
い
o
h
r
〈
て
思
考
的
論
能
力
的
股
路
、
知
力
に
よ
ふ
り
て
承
認
さ
れ

た
る
諸
倫
山
山
の
特
性
は
・
一
航
曾
の
物
質
的
朕
越
正
問
品
川
仁
、
又
英
の
精
一
脚
的
H
A
び
制
命
目
的
料
朕
魁
を
本
質
的
に
決

定
す
る
の
で
ゐ
る
。

今
人
性
的
法
則
か
ら
泊
僻
さ
れ
た
る
上
越
の
結
論
は
、
又
朕
史

ω
一
般
的
事
賞
正
全
然
合
致

Lτ
居
る
の
で
あ

る
o

人
類
の
何
れ
の
部
分
の
紋
践
に
於
て
も
、
歴
史
的
に
吾
人
に
知
ら
れ
る
総
て
の
大
盤
動
は
、
夫
れ
が
外
部
か

ら
の
力
に
よ
り
て
強
制
百
れ
た

ωで
な
い
場
合
に
は
、
犬
れ
に
比
例
す
る
智
識

ωmm態
或
は
一
般
的
信
仰
の
般
態

に
於
け
る
麗
化
に
よ
h
-
生
起

L
て
届
る
o

物
質
的
文
明
に
於
り
る
各
大
進
歩
に
は
、
常
に
智
識
に
於
け
る
進
歩

自市

司王

ミ
ル
山
耐
合
加
平
概
愈

第
二
十
四
巷

四
jし

第

杭

凹

ヒ

ー、



議

両市

ミ
ル
田
一
世
合
都
概
念

第
二
十
四
巻

四
九

第

腕

四
F、

が
先
に
つ

τ居
る
。
そ
う
し
て
何
れ
の
州
曾
的
大
師
出
動
に
ゐ

h
て
も
、
夫
れ
が
漸
来
的
地
岡
山
速
の
途
に
於
て
成
就
さ

れ
て
居
る
か
、
又
は
急
減
な
る
衝
突
に
よ
ー
り
て
成
就
さ
れ
て
居
る
か
を
問
は
ず
、
乱
札
曾
吋
思
想
及
び
考
へ
方
に
於

り
る
大
盤
動
が
、
夫

μ
仁
先
立
も

τ行
は
れ

τ居
る
り
で
あ
る
o

以
上
越
べ

L
設
械
か
ら
見
札
ば
‘
人
制
酬
の
進
行

ω似
目
が
は
綿
1
の
倒
仲
間
に
於
て
、
主

t
L
τ
人
類
の
知
力
的
確

信
に
於
り
る
進
行

ω剛
山
庁
、
卸
九
人
制

ω忠畑山
ω辿
制
的
被
勘

ω法
則
に
、
依
存
す
る
で
あ
ら
'
フ
己
論
結
す
る
こ

ピ
は
、
正
賞
で
ゐ
る
ピ
云
は
ね
ば
な
ら
山
。
併
し
か
、
る
法
則
は
賞
際
上
川
本

L
て
確
質
に
接
見
し
得
ら
れ
る
や
否

ゃ
、
夫
れ
は
先
づ
勝
見
か
ら
経
脇
的
法
則
正
し
て
決
定
さ
れ
、

来
仁
人
性
の
同
出
現
か
ら
先
天
的
に
山
仰
縛
さ
れ
る
事

に
よ
b
て
磁
立
百
れ
得
る
や
一
合
や
ピ
云
ふ
副
は
・
仰
は
問
題
正
し
て
残
る
の
で
ゐ
品
。

そ
う

L
て
智
識

ω進
歩
、

及
び
人
孤
の
思
想
に
於
げ
る
諸
越
化
は
、

ロ
ハ
長
期
間
に
於
て
の
み
.
稲
々
一
判
然
た
る
仕
方
に
て
現
は
札
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
五
日
人
は
刺
命
的
進
歩
の
漣
紙

ω甚
に
大
な
る
郎
分
を
よ
〈
吟
味
す
る
に
非
ら
Ar
ば
、
総
起
の
一
般
的

順
序
を
従
見
す
る
こ
ど
を
地
み
得
な
い
。

さ
れ
ば
詩
人
は
過
古

ω時
代
の
会
健
を
・
人
類
の
最
初

ω記
録
さ
れ
た

る
放
態
か
ら
、
最
返
H
A

ぴ
現
布

ω世
代
内
重
要
な
る
現
象
に
至
る
ま
で
、
考
袋
に

λ
れ
て
討
究
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

批
判
的
考
挺
の
要
目

ミ
戸
の
一
枇
曾
皐
論
的
根
本
川
必
却
は
、
以
上
越
べ
来

h
J
L
臨
に
よ

h
工
か
な

h
明
か
に
了
解
き
れ
る
ピ
息
ム
ド
、

-、.

， 
a 



L
て
重
要
脱
す
る
も
の
を
奉
止
し

τ泣
き
た
い
l
z
E
ふ
が
、
備
は
夫
れ
に
先
に
も

τ似
宜
上
、
彼
的
刷
曾
問
中
的
大

是
れ
よ
り
之
を
批
判
的
に
評
価
慣
せ
ん
正
す
る
に
嘗
っ
て
.
余
は
先
一
つ
余
の
見
地
hr
ら
見

τ、
特
に
批
判
の
項
目
ご

観
的
輪
腕
を
簡
単
に
一
弔
し
て
泣
〈
。

百

τ前
節
に
於
て
説
逃
せ
る
蕗
に
よ
り
て
事
ば
れ
る
如
〈
、

ミ
ル
は
先
づ
枇
曾
現
象

ω法
則
印
ち
此
曾
法
則

は
・
論
理
皐
的
に
は
本
来
自
然
法
別
で
あ
る
が
、
併
し
夫
れ
が
通
則
さ
れ
る
枇
曾
現
象
の
特
質
に
制
約
苫
れ
て
、

的
版
印
腿
或
は
文
明
の
一
般
的
朕
態
な
る
も
の
は
、

一
切
の
科
卒
の
劃
象
ピ
な
る
も
の
吉
岡
じ
〈
、
根
本
的
に
は
共

一
定
り
特
徴
を
有
す
る
も
の
な
る
を
明
か
じ
し
て
、
以
て
枇
品
目
科
血
平
会
館

ω
一
般
的
性
質
及
び
目
的
を
論
定

L
、

来
に
刑
品
目
法
則
は
其

ω迎
用

ω範
闘
か
ら
見

τ、
総
本
的
ド
特
殊
的
法
則
正
一
般
的
法
則
正
に
大
別
さ
れ
、
叉
之

を
畿
見
す
る
銭
的
に
用
ゆ
可
き
方
法
も
、
夫
れ
夫
れ
異
な
っ
て
居
る
三
一
五
ム
見
地
か
ら

L
て
、
刑
品
目
科
卒
を
論
理

率
的
に
特
殊
的
融
命
科
皐
ピ
一
般
的
批
品
目
科
事
ピ
の
二
部
類
に
大
別
し
、
央
よ
り
枇
曾
事
正
は
卸
ち
一
般
的
批
曾

科
撃
を
意
味
す
る
も
の
、

つ
ま

b
一
般
的
刑
曾
法
則
を
後
鬼
せ
ん
ご
す
る
も
の
ご
解
し
て
、
共
の
特
附
刊
を
究
明
せ

ん
ご
し
て
居
る
り
で
の
る
o

そ
う

L
て
彼
は
先
づ
一
般
的
枇
命
科
卒

Z
L
て
の
枇
命
事
り
封
象
た
る
刷
命
闘
の
一
般

存
の
附
係
正
飽
縦
の
聞
係
正
に
於

τ存
立
す
る
も
の
で
あ
る
ご
云
ム
鬼
地
か
ら
し
て
、
先
づ
一
般
的
副
曾
法
則
hr

一
般
的
共
存
法
則
或
は
一
般
的
合
致
法
則
正
、

一
般
的
縦
紙
法
則
戒
は
一
般
的
進
歩
法
則
正
に
大
別
し
、
随
ふ

τ

枇
曾
血
干
を
前
者
を
税
先
す
る
刷
曾
償
問
凡
子
正
、
後
者
を
研
究
す
る
枇
曾
勘
平
ピ
に
騒
別
し
た
。
併
し
枇
曾

ω
一
般
的

d向

五世

ミ
ル
白
枇
合
早
胤
念

第
二
十
四
巻

四
九
三

第

豊島

1m 
iL 

a、



i耐

量生

第
一
一
十
四
巻

第
三
甥

宜
O 

ミ
ル
心
融
合
串
枇
A
E

四
九
四

山
肌
腿
を
構
成
す
る
諸
要
素
の
共
存
或
は
合
致
の
閥
係
は
、
結
局
は
夫
れ
に
先
行
す
る
枇
曾

ω
一
般
的
放
路
に
よ
り

て
決
定
吉
れ
る
も
の
で
あ
h
、
一
見
に
共
の
一
般
的
奴
態
に
於
り
る
諸
要
素
の
共
存
関
係
は
、
叉
夫
れ
に
先
行
す
る

品
札
曾
山
り
一
般
的
朕
態
に
よ
b
τ
決
定
さ
れ
る
も
り
で
あ
り
、

hr
〈
て
順
究
に
先
行
す
る
枇
曾
の
一
般
的
奴
態
に
麹

っ
τ行
か
ね
ば
な
ら
な
V
の
で
あ
る
か
ら
、
批
曾
削
中
の
基
本
問
題
は
つ
ま
b
枇
曾
の
一
般
的
諸
扶
態
の
継
続
の
閥

係
印
も
進
歩
の
法
則
を
探
究
す
る
こ
己
、
な
る

J

か
〈
て
歴
史
的
方
法
は
枇
曾
皐
ゆ
基
本
的
方
法
、
並
(
の
特
布
の

方
法
正
な
る
の
で
あ
る
o

併
し
ミ

w
は
降
史
的
慨
括
或
は
歴
史
か
ら
の
概
括
を
以
て
、
官
時
の
大
陸
の
多
〈
の
皐

者
の
考
へ

L
如
〈
、
直
ち
に
殿
省
な
る
枇
曾
削
学
内
法
則
、
却
も
枇
曾
の
自
然
法
則
正
認
め
る
の
で
は
な
〈
、
夫
れ

は
精
々
の
蕗
で
経
駿
的
法
則
に
池
ぎ
な
い
も
の
で
ゐ
る
ご
考
へ
た
。
そ
う
L
て
か
、
る
経
験
的
法
則
を
奥
賞
な
る

法
則
卸
も
枇
曾
の
自
然
法
則
に
作
h

上
げ
る
仁
は
、

か
、
る
経
験
的
法
則
を
人
性
の
根
本
法
則
卸
も
心
税
率
的
及

び
性
格
率
的
法
則
に
結
び
付
け
、
後
者
よ
h
，
前
者
を
先
天
的
演
緯
的
に
論
誼
せ
ね
ば
な
ら
両
官
考
へ
た
。
要
す
る

に
ミ
U
F

は
異
質
な
る
一
般
的
耐
曾
法
則
的
も
枇
曾
撃
の
自
然
法
則
は
、
歴
史
か
ら
の
蹴
指
に
よ
り
て
立
て
ら
れ
た

る
経
験
的
法
則
を
、
心
理
率
的
及
び
性
格
陶
学
的
法
則
に
よ
h
℃
演
締
的
に
論
設
す
る
ニ
己
に
よ
h
て
、
始
め
て
確

立
さ
れ
る
も
の
ご
考
へ
た
の
で
あ
る
o
併
L
夫
れ

同
時
に
ミ
戸
は
、

か
、
る
性
質
の
異
質
な
る
枇
曾
一
品
干
の
法
則

郎
ち
乱
曾
の
自
然
法
則
を
確
立
す
る
こ
ご
は
、
甚
に
困
難
な
る
も
の
で
あ
る
こ
E
を
よ
〈
意
識

L
、
号
フ
し
て
共

の
困
難
な
る
理
由
を
詳
し
〈
論
過
し
て
居
る
o

か
〈
て
ミ
戸
の
見
る
蕗
に
よ
れ
ば
、
賞
際
上
畿
見
古
れ
て
居
る
叉

-、

， ， 



後
見
し
待
ら
れ
る
一
般
的
拡
曾
法
則
は
、

一
般
に
枇
品
目
的
聯
結
の
必
然
性
を
表
示
す
る
も
の
で
も
、
亦
蓋
然
性
合

表
示
す
る
も
の
で

z
b
も
は
〈
-
主
ご

L
て
可
能
性
を
表
示
す
る
も
の
で
ゐ
る
。

今
石
に
述
べ
た
る
ミ
片
の
崩
曾
拳
論
の
輪
廓
に
就
て
・
余
が
余
が
見
地
よ
ム
ド
ノ
見

τ特
に
重
要
な
る
批
判
の
項
目

ど
な
さ
ん
己
す
る
も
の
は
、
第
一
仁
枇
曾
法
則
は
本
来
自
然
法
別
で
あ
る
或
は
ゐ
る
可
、
き
も
の
ご
見
る
彼
の
見

航
、
第
二
に
凪
曾
皐
正
他
の
枇
曾
科
事
ご
り
関
係
に
閲
す
る
彼

ω見
解
、
第
コ

t
d札
曾
事
の
法
則
を
根
本
的
に
共

わ
仔
の
法
則
ご
縦
約
の
法
則
或
は
進
歩
の
法
則
ご
に
大
別
し
、
殊
に
進
歩
の
法
則
を
以
て
枇
曾
血
干
の
基
本
的
な
る
法

則
正
見
る
仙
棋
の
見
解
・
第
四
に
彼
の
性
格
皐
の
概
念
及
び
性
格
事
Z
剥
曾
皐
ど
り
関
係
じ
闘
す
る
見
解
、
第
五
に

賞
際
上
の
一
般
的
批
曾
法
則
は
主
ご
し
て
批
曾
的
聯
結
の
可
能
性
を
表
示
す
る
も
の
ご
見
る
彼
の
見
解
。

余
は
以
上
列
翠
せ
る
諸
項
目
に
就
て
、

ミ
ル
り
枇
曾
卒
論
を
批
判
的
仁
詩
倒
せ
ん
正
す
る
の
で
ゐ
る
が
、
夫
れ

は
同
時
に
又
今
日
の
自
然
科
率
的
批
曾
曜
論
を
根
本
的
に
批
判
す
る
-
】
ご
、
な
る
の
で
あ
る
。
是
れ
今
日
の
自
然

科
準
的
枇
曾
肌
干
諭
の
根
本
思
想
は
、

ミ
ル

ω枇
曾
削
学
論
に
於
て
確
立
さ
れ
て
居
る
か
ら
F
ゐ
る
。
併
し
夫
れ
に
就

τは
、
向
は
ミ
市
の
特
殊
的
融
曾
島
一
ゐ
蜘
概
念
、
及
び
特
殊
的
枇
曾
科
師
宇
ご
枇
曾
凪
干
ご
の
閲
係
に
闘
す
る
見
解
、
品
什

に
性
格
率

ω概
念
に
枕
て
、
先
づ
述
べ

τ置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
う
し
て
ミ
戸
は
特
殊
的
刷
曾
科
卒
に
就
て
は
、

特
に
経
済
事
に
就
て
詳
L

(
論
じ

τ居
る
か
ら
、
余
も
此
出
陣
に
特
に
彼
の
経
済
皐
の
概
念
に
就

τ訪
越
す
る
こ
正

、
す
る
。
叉
夫
れ
は
本
雑
誌
の
識
者
を
し
て
一
一
暦
奥
味
を
戚
じ
さ
せ
る
こ
ピ
に
も
な
る
ご
思
ふ
。

論

量産

ミ
ル
申
批
官
串
櫛
愈

第
二
十
四
巷

第
三
観

五

四
九
五

晶、.


